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	各国とも、合法に就労が認められている外国人に対しては、採用、労働条件、解雇等雇用の各場面について、人種、出身等による差別を禁止している。ただし、国籍による差別については、イギリス、ドイツ及びフランスにおいては人種、出身等と同様に禁止されているが、アメリカにおいては原則として禁止されていない。
	差別を受けた場合の救済の仕組みは、各国とも原則として他の属性に基づき差別を受けた者と同様の手続きに基づき同様の救済がなされるが、アメリカにおいては、米国籍を取得しようとしている者に対する採用、募集及び解雇に関する差別については別の救済手続き及び救済内容が定められている。
	なお、フランスにおいては、差別を行った者に対し、「刑法典」に基づき罰則が科される。
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	６　諸外国における不法就労対策
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	（２）各国の取組
	各国とも不法就労対策を強化する傾向にあり、不法移民を雇用した事業主に対しては、罰金等が科される。なお、フランスにおいては、刑罰に加え、不法就労した外国人を帰国させるための帰国費用として、移民・統合庁に対して定額負担金も納めなければならない。

